
神
奈
川
・米
町
遺
跡

（第
一
〇
地
占
じ

１
　
所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
大
町
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）

一
月
～
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
米
町
遺
跡
発
掘
調
査
団

・
鎌
倉
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
降
矢
順
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
三
一世
紀
第
Ｉ
四
半
期
～
戦
国
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

米
町
遺
跡
は
、
若
宮
大
路
下
馬
交
差
点
の
東

。
現
大
町
交
差
点
周
囲
に
あ
り
、

下
馬
交
差
点
か
ら
名
越
を
抜
け
る
県
道
鎌
倉

・
葉
山
線
の
南
、
県
道
よ
り
逆
川

に
向
か
っ
て
な
だ
ら
か
に
下
る

傾
斜
地
に
立
地
し
て
い
る
。
現

況
の
海
抜
は
調
査
地
北
側
で
約

入

。
二
〇
ｍ
、
南
側
で
約
六

・

三
〇
ｍ
を
測
り
、
逆
川
に
接
し

て
い
る
。
『新
編
相
模
国
風
土

匈

記
稿
』
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
十
橋

綾　
の
一つ
で長
さ
が
お
よ
そ
九
尺

の
逆
川
橋
が
、
調
査
地
点
の
南

西
部
分
に
架
か
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
逆
川
の
川
底
は
岩
盤
で
、
ほ
ぼ
平
坦
な

泥
岩
面
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
遺
跡
名
に
使
用
さ
れ
て
い
る

「米
町

（穀

町
）」
は
、
建
長
三
年

（
〓
一五
こ

に
定
め
ら
れ
た
鎌
倉
中
で
商
売
を
営
ん
で

も
よ
い
七
カ
所
の
町
屋

（大
町
、
小
町
、
米
町
、
亀
ヶ
谷
辻
、
和
賀
江
、
大
倉
辻
、

気
和
飛
坂
山
上
）
の
一
つ
で
あ
る

（ヨ
ロ妻
鏡
』
同
年
一
二
月
三
日
戊
午
条
）。

検
出
し
た
遺
構
は
三
期
に
区
分
で
き
、　
一
期
に
は
鳥
居

・
地
下
倉

。
土
坑

・

溝
、
二
期
に
は
道
路
状
遺
構

・
溝

・
石
組
み

。
土
丹
敷
き
遺
構

。
方
形
竪
穴
建

築
址

・
井
戸
、
三
期
に
は
道
路

・
板
壁
建
物

（家
屋
▼

井
戸
、
四
期
に
は
柱

穴

。
土
坑
群

。
井
戸

・
溝
状
遺
構
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
中
世
以
前
で
は
、
波

触
台
岩
盤
土
に
堆
積
し
た
責
掲
色
砂
層
中
よ
り
弥
生
時
代
の
土
器
片
が
出
土
し

た
。
そ
の
上
に
堆
積
し
た
青
灰
色
砂
質
土
や
中
世
遣
構
の
覆
土
中
か
ら
は
、
余

良

・
平
安
時
代
の
土
器
片
も
出
土
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
構
と
し
て
は

確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
周
辺

一
帝
で
は
奈
良

・
平
安
時
代
頃
に
は
生
活

が
営
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
は
、
三
期
に
属
す
る
家
屋

一
・
三
か
ら
各

一
点
、
家
屋
三
か
ら
二
点
、

方
形
土
坑
か
ら

一
点
、
四
期
の
包
合
層
か
ら
二
点
、
計
七
点
出
土
し
た
。

家
屋

一
は
、
後
述
の
家
屋
二
と
比
べ
る
と
部
屋
の
周
囲
の
壁
が
不
鮮
明
で
、

部
屋
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
は
二
室
で
あ
る
が
、
他
の
家
屋
に
は
見
ら
れ
な
い

木
組
み
状
の
遺
構
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
。
規
模
は
東
西

一
五

・
Ｏ
ｍ

南
北
七

・
二
ｍ
を
測
り
、
面
積
は

一
〇
人
ポ
程
と
な
る
。
木
簡
は
家
屋
内
の
包

含
層
か
ら
出
土
し
た
。
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家
屋
二
は
、
木
組
み
溝
と
通
路
に
挟
ま
れ
た
空
間
に
位
置
す
る
。
部
屋
と
し

て
九
室
を
確
認
し
て
い
る
。
規
模
は
東
西
七

。
二
ｍ
南
北

一
六

・
Ｏ
ｍ
を
測
り
、

面
積
は

一
一
五
ポ
程
と
な
る
。
木
簡
は
部
屋
六
四
四
内
の
包
含
層
か
ら
出
上
し

た
。家

屋
三
は
、
現
状
で
東
西
八

・
六
ｍ
前
後
、
南
北

一
五

・
Ｏ
ｍ
、
面
積
は

一

二
九
♂
程
で
あ
る
が
、
東
側
の
区
画
施
設
が
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
実
際
の
規

模
は
も
う
少
し
大
き
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
木
簡
は
い
ず
れ
も
家
屋
内
の
包

含
層
か
ら
出
土
し
た
。

方
形
土
坑
は
、
長
辺

一
三
人
伽
短
辺

一
三
六
∽
、
確
認
面
で
の
深
さ
六
〇
伽

を
測
る
。
底
面
は
岩
盤
を
平
坦
に
削
り
、
ほ
ぼ
中
央
に
径
五
〇
蝕
弱
深
さ
七
伽

の
浅
い
円
形
の
く
ば
み
が
あ
り
、
井
戸
と
考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
そ
の
掘
り
込

み
部
分
の
底
面
か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文
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］Ｐ深

α
Ｘ
］
ｏ常

⑪
⑤
⑦
は
折
敷
の
断
片
。
⑬
は
箆
。
木
簡
を
二
次
的
に
加
工
し
た
も
の
か
。

９
　
関
係
文
献

鎌
倉
遺
跡
調
査
会

『米
町
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
０
一〇
〇
五
年
）
答降
矢
順
子
）

が

は
ま
み
な
み

１
　
所
在
地
　
　
　
榊
奈
川
県
鎌
倉
市
由
比
ヶ
浜
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五
年

（平
７
）
年
三
月
～

一
九
九
七
年
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
由
比
ヶ
浜
南
遺
跡
発
掘
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
齋
木
秀
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
市
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
〓
一世
紀
第
Ｉ
四
半
期
～

一
五
世
紀
後
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

由
比
ヶ
浜
南
遺
跡
は
、
鎌
倉
市
旧
市
街
地
の
ほ
ぼ
中
心
を
南
北
に
流
れ
る
滑

川
の
西
岸
に
形
成
さ
れ
た
砂
丘
上
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
砂
丘
は
、
現
在
の

鎌
倉
市
内
の
う
ち
、
東
は
滑
川

西
岸
、
北
は
下
馬
交
差
点
か
ら

長
谷
観
音
前
に
至
る
国
道

一
三

四
号
線
、
西
は
鎌
倉

・
江
ノ
島

電
鉄
線
の
長
谷
駅
横
の
道
路
周

辺
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
長

ω

谷
駅
西
の
道
路
辺
り
は
稲
瀬
川

傲
　
の
旧
河
道
で
あ
る
た
め
、
調
査

地
の
立
地
す
る
砂
丘
は
、
滑
川

神
奈
甲

由
比
ヶ
浜

南

遺
跡

ゆ

モヽ


